
※　所蔵は、記載のあるもの以外全て太田記念美術館です。
※　リストの番号は展覧会図録の番号と一致しています。作品の展示順とは一致しません。予めご了承下さい。
※　展示スケジュールは、作品の状態、その他やむを得ぬ事情により、変更されることがあります。 

太田記念美術館

絵師名 作品名 版元 年代 ① ②

1 葛飾応為 吉原格子先之図 文政-安政（1818-1860）頃

2 西村重長 名月品川の座敷風景 鱗形屋孫兵衛 元文-寛延期（1736-51）頃

3 鳥居清久 近江八景浮絵之図 堺屋九郎兵衛 宝暦期（1751-64）頃

4 鈴木春信 風流諷八景　松風の秋月 （版元未詳） 明和4年（1767）頃

5 鈴木春信 風流うたひ八景　高砂の帰帆 （版元未詳） 明和4年（1767）頃

6 鈴木春信 風流五色墨　素丸 （版元未詳） 明和5-7年（1768-70）頃

7 歌川豊春 浮絵　浪花天満天神夜祭之図 西村屋与八 明和6-8年（1769-71）

参考 作品 歌川豊春 浮絵　東都両国橋夕凉之図 （版元未詳） 明和（1764-72）中期頃

8 勝川春章 ふみ月　たなばた　草市 （版元未詳） 明和7-安永元年（1770-72）頃

9 北尾政美 浮絵東都中洲夕凉之景 鶴屋喜右衛門・ 蔦屋重三郎 天明期（1781-89）頃

10 鳥居清長 大川端楼上の月見 （版元未詳） 天明（1781-89）後期頃

11 鳥居清長 真崎の月見図 天明-寛政期（1781-1801）頃

12 喜多川歌麿 浮絵近江八景　石山秋ノ月 高須惣（宗）七 寛政4-7年（1792-95）頃

13 喜多川歌麿 中田屋 山口屋忠助 寛政6-7年（1794-95）頃

14 北尾政美（鍬形蕙斎） 『山水略画式』 須原屋市兵衛 寛政12年（1800）

15 歌川豊国 夜舟の三代目沢村宗十郎 岩戸屋長蔵ヵ 寛政（1789-1801）末頃

16 菊川英山 江戸両国すゞみの図 川口屋卯（宇）兵衛 文化8年（1811）

17 歌川国安 東都名所ノ内　両国 丸屋文右衛門 文政-天保3年（1818-1832）頃

18 溪斎英泉 秋葉常夜灯 上村与兵衛 文政（1818-30）前期

19 歌川国貞 江戸の夜 三河屋清右衛門ヵ 文政5年（1822）頃

20 歌川国貞 二見浦曙の図 山口屋藤兵衛 天保4年（1833）頃

21 魚屋北溪画 『三才月百首』 （版元未詳） 文政12年（1829）

22 葛飾北斎 千絵の海　甲州火振 森屋治兵衛 天保3-5年（1832-34）頃

23 歌川広重 東都名所　高輪之明月 川口屋正蔵 天保2年（1831）頃

24 歌川広重 東都名所　両国之宵月 川口屋正蔵 天保2年（1831）頃

25 歌川広重 東海道五拾三次之内　沼津　黄昏図 竹内孫八 天保4-7年（1833-36）頃

26 歌川広重 京都名所之内　淀川 川口屋正蔵 天保（1830-44）前期頃

27 歌川広重 近江八景之内　唐崎夜雨 山本（屋）平吉 天保（1830-44）前期頃

28 歌川広重 木曽海道六十九次之内　三拾七　宮ノ越 伊勢屋利兵衛 天保7-8年（1836-37）頃

29 歌川広重 月に雁                川口屋正蔵 天保（1830-44）前期頃

30 歌川広重 四季江都名所　夏両国之月 川口屋正蔵 天保（1830-44）前期頃

31 歌川広重 江戸近郊八景之内　玉川秋月 佐野屋喜兵衛 天保7-8年（1836-37）頃

32 歌川広重 江戸近郊八景之内　吾嬬杜夜雨 佐野屋喜兵衛 天保7-8年（1836-37）頃

33 歌川広重 江戸名所之内　両国花火 和泉屋市兵衛 天保（1830-44）前期頃

34 歌川広重 隅田堤闇夜の桜 伊勢屋市兵衛 弘化4-嘉永元年（1847-48）

35 歌川広重 雪月花の内　月の夕部 伊場屋仙三郎 弘化3-嘉永元年（1846-48）

36 歌川広重 武陽金沢八勝夜景 岡沢屋太平治 安政4年（1857）7月

37 歌川広重 名所江戸百景　京橋竹がし 魚屋栄吉 安政4年（1857）12月

38 歌川広重 名所江戸百景　猿わか町よるの景 魚屋栄吉 安政3年（1856）9月

39 岳亭春信画 『天保山俳諧句集』上 塩屋弥七ほか 天保5年（1834）序

40 歌川国貞 両国夕すゞみの光景 山口屋藤兵衛 文政12-天保2年（1829-31）頃

41 歌川国貞 月の陰忍逢ふ夜　月みる美人 和泉屋市兵衛 天保4年（1833）頃

42 歌川国貞 月の陰忍逢ふ夜　屋根船 和泉屋市兵衛 天保4年（1833）頃

43 歌川国貞（三代豊国） 夜の桜姿の花競 川口屋卯（宇）兵衛 弘化3年（1846）

44 溪斎英泉 当世廓風俗　大文字屋内ひともと 若狭屋与市 文政期（1818-30）頃

45 溪斎英泉 岐阻路ノ駅河渡　長柄川鵜飼船 （版元未詳） 天保6-7年（1835-36）頃

46 溪斎英泉 岐阻街道　深谷之駅　 竹内孫八 天保6-7年（1835-36）頃

47 溪斎英泉 江戸八景　愛宕山の秋の月 山本(屋)平吉 天保14-弘化2年（1843-45）

48 歌川国芳 東都名所　新吉原 加賀屋吉右衛門（吉兵衛） 天保3-4年（1832-33）頃

49 歌川国芳 東都名所　両国柳ばし 加賀屋吉右衛門（吉兵衛） 天保3-4年（1832-33）頃

50 歌川国芳 百人一首之内　大江千里 ヱヒ子 天保（1830-44）末頃

51 歌川国芳 四季心女遊　秋 有田屋清右衛門 天保14-弘化3年（1843-46）

52 歌川広景 江戸名所道戯尽　三十六　浅艸駒形堂 辻岡屋文助 安政6年（1859）11月

53 二代歌川広重 諸国名所百景　東都青山百人町　星灯籠 魚屋栄吉 文久元(1861)年8月

54 歌川豊国 浮絵八嶋合戦之図 若狭屋与市 寛政（1789-1801）前期頃

55 葛飾北斎 仮名手本忠臣蔵　十段目 鶴屋金助 文化3年（1806）

56 歌川国貞 曽我兄弟十番切図 江崎屋吉兵衛 文政（1818-30）前期頃

57 歌川広重 義経一代図会　二回　鞍馬山僧正か谷におゐて牛若丸異人に剣法を学ぶ 鶴屋喜右衛門 天保（1830-44）前期頃

58 歌川国芳 堀川夜討ノ図 佐野屋喜兵衛 嘉永4年（1851）

59 歌川国芳 東海道五十三対　日坂　 伊場屋仙三郎 天保14- 弘化3年（1843-46）

60 歌川国芳 木曽街道六十九次之内　鵜沼　与右エ門　女房累 上総屋岩吉 嘉永5年（1852）7月

葛飾応為「吉原格子先之図」　夜景の系譜
前期：2026年10月6日(火)～11月3日（火祝）  後期： 2026年11月7日(土)～12月6日(日)

※　前期と後期で展示替えをおこないます。塗りつぶし部分が各作品の展示期間となります。　①　前期　②　後期



61 歌川貞秀 大内合戦之図 山口屋藤兵衛 天保14-弘化3年（1843-46）

62 落合芳幾 英名二十八衆句　鬼神於松 佐野屋富五郎 慶応3年（1867）6月

63 月岡芳年 英名二十八衆句　因果小僧六之助 佐野屋富五郎 慶応2年（1866）12月

64 月岡芳年 新撰東錦絵　於富与三郎話 綱島亀吉 明治18年（1885）12月

65 月岡芳年 東名所墨田川梅若之古事 秋山武右衛門 明治16年（1883）7月

66 月岡芳年 月百姿　はかなしや波の下にも入ぬべしつきの都の人や見るとて　有子      秋山武右衛門 明治19年（1886）

67 月岡芳年 新形三十六怪撰　清姫日高川に蛇体と成る図 佐々木豊吉 明治23年（1890）1月

68 小林清親 今戸橋茶亭の月夜 （版元未詳） 明治10年（1877）頃

69 小林清親 高輪牛町朧月景 福田熊次郎 明治12年（1879）

70 小林清親 五本松雨月 福田熊次郎 明治13年（1880）

71 小林清親 江戸橋夕暮冨士 福田熊次郎 明治12年（1879）

72 小林清親 九段坂五月夜 福田熊次郎 明治13年（1880）

73 小林清親 大川岸一之橋遠景 福田熊次郎 明治13年（1880）

74 小林清親 両国花火之図 福田熊次郎 明治13年（1880）頃

75 小林清親 池の端花火 福田熊次郎 明治14年（1881）頃

76 小林清親 浅草田甫太郎稲荷 福田熊次郎 明治13年（1880）頃

77 小林清親 日本橋夜 福田熊次郎 明治14年（1881）頃

78 小林清親 柳原夜雨 福田熊次郎 明治14年（1881）

79 小林清親 隅田川夜 福田熊次郎 明治14年（1881）

80 小林清親 今戸夏月 福田熊次郎 明治14年（1881）

81 小林清親 武蔵百景之内　玉川　ぬのさらし 小林鉄次郎 明治17年（1884）11月

82 井上安治（探景） 彫画共進会内　両国煙火図 松木平吉 明治10年代（1877-86）

83 井上安治 浅草橋夕景 福田熊次郎 明治13年（1880）

84 井上安治 銀座商店夜景 福田熊次郎 明治15年（1882）

85 井上安治 東京真画名所図解　小梅八百松 福田熊次郎 明治14-22年（1881-89）

86 井上安治 東京真画名所図解　待乳山夕景 福田熊次郎 明治14-22年（1881-89）

87 井上安治 東京真画名所図解　柳橋 福田熊次郎 明治14-22年（1881-89）

88 井上安治 東京真画名所図解　鎧橋遠景 福田熊次郎 明治14-22年（1881-89）

89 小倉柳村 湯嶋之景 新井八蔵 明治13年（1880）

90 小倉柳村 日本橋夜景 新井八蔵 明治13年（1880）頃

91 鈴木年基 大日本名所写真　大阪住吉反橋　東京九段坂夜景 伏見豊吉 明治10年代（1877-86）頃

92 二代野村芳国 京阪名所図絵　京都御所雨中夜之図 池田房治郎 明治18年（1885）

93 二代長谷川貞信 高麗橋夜景 （版元未詳） 明治10年代（1877-1886）頃

94 小林清親 平壌攻撃電気使用之図 井上吉次郎 明治27年（1894）

95 小林清親 我軍平壌ノ清営ヲ襲フ 松木平吉 明治27年（1894）

96 小林清親 帝国議事堂炎上之図 井上吉次郎  明治24年（1891）

97 水野年方 三十六佳撰　蛍狩　天明頃婦人 秋山武右衛門 明治24年（1891）

98 水野年方 三十六佳撰　卯月　延享頃婦人 秋山武右衛門 明治25年（1892）

99 水野年方 今様美人　八　納凉 秋山武右衛門 明治32年（1899）3月

100 水野年方 三越好　都のにしき　尽ぬ名残 秋山武右衛門 明治38-40年（1905-07）頃

101 水野年方 三井好　都のにしき　夜会艸 秋山武右エ門 明治37年（1904）頃

102 池田蕉園 やへかすみ　A sweet melody on a moonlit night 秋山武右衛門 明治39年（1906）

103 尾形月耕 花美人名所合　亀戸龍眼寺の萩 松木平吉 明治28年（1895）9月

104 山本昇雲 子供遊ひ　おもちやの勝負 松木平吉 明治39年（1906）12月

105 山本昇雲 子供あそひ　おまつり 松木平吉 明治39年（1906）12月

106
『Catalogue of Japanese Colour Prints.

Illustrated Books etc.』
curve-arts蔵 長谷川武次郎 大正（1912-26）後期頃ヵ

107 『美術新報』13巻3号 curve-arts蔵 画報社 大正3年（1914）

108 歌川広重（復刻） 葵坂 curve-arts蔵 長谷川武次郎 明治末-大正期（1907-26）頃

109 小林清親（復刻） A Rainy Night at Kudan curve-arts蔵 長谷川武次郎 明治末-大正期（1907-26）頃

110 小林永二郎ヵ A High Bridge by Night curve-arts蔵 （長谷川武次郎もしくは西宮与作） 明治末-昭和中期（1907-57）頃

111 小林永二郎ヵ A High Bridge by Night curve-arts蔵 （長谷川武次郎もしくは西宮与作） 明治末-昭和中期（1907-57）頃

112 小林清親 開化之東京両国橋之図 curve-arts蔵 明治中後期（1877-1912）頃

113 小林永二郎ヵ Evening Cool on Sumida curve-arts蔵 長谷川武次郎 明治末-大正期（1907-26）頃

114 庄田耕峯 Futamigaura curve-arts蔵 長谷川武次郎 明治末-大正期（1907-26）頃

115 新井芳宗 A Fishing Boat curve-arts蔵 （長谷川武次郎もしくは西宮与作） 明治末-昭和中期（1907-57）頃

116 吉本月荘 Pine-Tree at Karasaki curve-arts蔵 西宮与作 昭和前中期（1926-57）頃

117 河鍋暁翠 A Lighthouse curve-arts蔵 西宮与作 昭和前中期（1926-57）頃

118 庄田耕峯 Street Scene at the End of the Year curve-arts蔵 西宮与作 昭和前中期（1926-57）頃

119 新井芳宗 潮汲み curve-arts蔵 （版元未詳） 明治末-昭和中期（1907-57）頃ヵ

120 庄田耕峯 猫 curve-arts蔵 （長谷川武次郎もしくは西宮与作） 明治末-昭和中期（1907-57）頃ヵ

121 高橋松亭 小名木川 渡邊木版美術画舗蔵 渡邊木版美術画舗 明治42-大正12年（1909-23）

122 高橋松亭 夜の品川 渡邊木版美術画舗蔵 渡邊木版美術画舗 大正13-昭和2年（1924-27）

123 高橋松亭 酒匂 渡邊木版美術画舗蔵 渡邊木版美術画舗 大正13-昭和2年（1924-27）

124 高橋松亭 酒匂／酒匂橋 渡邊木版美術画舗蔵 渡邊木版美術画舗 明治42-大正12年（1909-23）

125 高橋松亭 木曽の釣橋 渡邊木版美術画舗蔵 渡邊木版美術画舗 明治42-大正12年（1909-23）

126 高橋松亭 （こがらし） 渡邊木版美術画舗蔵 渡邊木版美術画舗 明治42-大正12年（1909-23）

127 高橋松亭 古がらし 渡邊木版美術画舗蔵 渡邊木版美術画舗 大正13-昭和2年（1924-27）


